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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,899 △1.0 181 3.7 171 △0.6 2 △96.9
22年3月期第2四半期 4,950 △13.1 174 △40.5 172 △50.7 94 △55.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 0.28 ―
22年3月期第2四半期 9.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 10,373 7,428 71.6 726.96
22年3月期 10,835 7,567 69.8 739.45

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,428百万円 22年3月期  7,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.50 10.50
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 10.50 10.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,800 △0.7 410 10.5 390 4.4 130 △32.4 12.71



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法にもとづく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法にも
とづく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提にもとづいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,545,133株 22年3月期  10,545,133株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  326,626株 22年3月期  311,116株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,231,141株 22年3月期2Q 10,308,151株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

①業績の状況 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策、中国などの新興国の景気拡大にともなう輸

出の増加や生産面の持直し等によって、企業業績の緩やかな回復の動きが見られるものの、雇用情勢の悪化や個人

消費の低迷のほか、政府の経済対策打切り、円高・株安の影響等により、引続き、先行き不透明な状況が続いてお

ります。 

当社グループの属する物流業界は、顧客の物流コスト圧縮の要請と業者間の過当競争による料金低下という厳し

い環境が続いております。 

こうした状況の中で、当社グループは「グループ経営の強化」を重要課題に掲げ、グループ各社がそれぞれの事

業分野や地域において競争力を高め、収益力向上を果たすことを目指して効率化に努めてまいりました。 

当第２四半期連結累計期間におきましては、中国などの新興国の景気拡大にともない、輸出・輸入部門ともに全

般的に貨物の取扱量が増加したことのほか、７月に入って、国内顧客の業務取扱量が総じて持ち直してきておりま

す。当社グループの営業収益は前年同期間と比較して1.0％減の48億99百万円の計上となりましたが、前年同期間

の営業収益には至っておらない状況にあります。 

営業費用におきましては、これまで進めてきた作業部門における運営体制改善や業務量に応じた人員投入と作業

効率向上、賃借倉庫の一部返却、運送事業分野での不採算業務の効率化などのコスト改善を推進したことに加え、

残業の削減など経費削減に強力に取組んだことによって、営業利益は前年同期間と比較して3.7％増の１億81百万

円となりました。 

また、経常利益は前年同期間と比較して0.6％減の１億71百万円となりました。 

特別損益項目におきましては、投資有価証券売却益23百万円を特別利益に計上した一方で、投資有価証券評価損

57百万円や役員退職慰労金58百万円等を特別損失に計上いたしました。 

さらに、法人税、住民税及び事業税等の諸項目を計上した結果、四半期純利益は、前年同期間と比較して96.9％

減の2百万円の計上を余議なくされました。 

  

②報告セグメントの状況 

Ａ.総合物流事業におきましては、中国などの新興国の景気拡大等にともない、輸出・輸入ともに貨物の運送取

扱量が増加したことのほか、７月に入って、国内顧客の業務取扱量が総じて持ち直してきてはいるものの、前年同

期間までの回復には至っておらず、48億19百万円となりました。また、営業総利益は、賃借倉庫の一部返却や残業

の削減など経費削減に強力に取組んだことによって５億53百万円となりました。 

Ｂ.運送事業におきましては、当事業が、主に、総合物流事業に対する運送分野を担っており、国内顧客の業務

取扱量が総じて低迷したことから、営業収益は５億92百万円となりました。また、営業総利益は、不採算業務の効

率化などのコスト改善を推進したものの、17百万円の計上に止まりました。 

Ｃ.流通加工事業におきましては、当事業が、主に、総合物流事業に対する流通加工（倉庫内オペレーション）

分野を担っており、運送事業同様、国内顧客の業務取扱量が総じて前年同期間までの回復にまでは至っておらない

状況のため、営業収益は６億71百万円となりました。また、営業総利益は、作業部門における運営体制改善や業務

量に応じた人員投入と作業効率向上を推進したことにより、55百万円を計上することができました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の分析 

Ａ．資産 

当第２四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ４億62百万円（△4.3％）減少し、103億73百

万円となりました。 

この主な要因は、現金及び預金が１億15百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が営業収益減少を反映して

74百万円の減少、流動資産のその他の項目で立替金の回収が図られたこと等の影響で１億30百万円の減少、有形固

定資産の合計では、減価償却等によって１億32百万円の減少があったほか、投資有価証券が一部の保有有価証券の

売却および減損処理等によって１億５百万円の減少や投資その他の資産のその他の項目で差入保証金および保険積

立金の返金があったこと等の影響で１億22百万円の減少があったことによるものであります。 

Ｂ．負債 

当第２四半期連結累計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ３億23百万円（△9.9％）減少し、29億45百万

円となりました。 

この主な要因は、支払手形及び営業未払金が営業収益減少を反映して営業原価が減少したことによって45百万円

減少したことのほか、長・短期借入金が１億58百万円の減少、流動負債の役員退職慰労引当金が94百万円減少した

ことによるものであります。 

なお、社債において、２億円を１年内償還予定の社債に表示組替をしております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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Ｃ．純資産 

当第２四半期連結累計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億39百万円（△1.8％）減少し、74億28百

万円となりました。 

この主な要因は、前期剰余金処分にともなう期末配当金の支払による減少１億7百万円によるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローが３億４百万円の増加（前年同期間は32百万円の資金増加）、投資活動によるキャッシュ・フローが１

億20百万円の増加（前年同期間は16百万円の資金減少）、財務活動によるキャッシュ・フローが２億78百万円の減

少（前年同期間は２億43百万円の資金減少）となり、現金及び現金同等物に係る換算差額を調整し、当第２四半期

連結累計期間末には、24億83百万円となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間末の資金残高は、前連結会計年度末より１億41百万円増加しました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得された資金は、３億４百万円（前年同期間対比２億71百万円の収入増）となりました。 

この主な要因は、税金等調整前四半期純利益の資金増49百万円（前年同期間は１億71百万円の資金増）、減価償

却費の資金増１億44百万円、売上債権の増減額において74百万円の資金増加（前年同期間は１億93百万円の資金

増）のほか、その他の増減額の項目で立替金の回収が図られたことによる影響と未払役員退職慰労金が支払われた

こと等によって77百万円の資金増加（前年同期間は１億38百万円の資金減）要因があった一方で、仕入債務の増減

額において45百万円の資金減少（前年同期間は１億48百万円の資金減）があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果獲得された資金は、１億20百万円（前年同期間は16百万円の資金減少）となりました。 

この主な要因は、その他の収入項目で差入保証金および保険積立金の返金により１億５百万円の資金増があった

ことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出された資金は、２億78百万円（前年同期間対比35百万円の支出増）となりました。 

この主な要因は、長・短期借入金の収入と支出の差引きが１億58百万円の資金減となり、さらに、配当金の支払

額１億７百万円の資金減があったことによるものであります。 

    なお、自己株式の取得による支出は、３百万円であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、下期の事業環境について不安定要素がありますが、コスト削減効果が持続

して期待されることから、前回公表（平成22年11月２日付「業績予想の修正に関するお知らせ」）のとおり、現時

点での修正はありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①たな卸資産の評価方法 

実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として、簡便な合理的な方法によって算出して

おります。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出しており

ます。 

③一般債権の貸倒見積高の算定方法 

前連結会計年度において適用した貸倒実績率によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

２．その他の情報
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用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ124千円減少し、税金等調整前四半期

純利益は9,964千円減少しております。 

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）にもとづく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,486,191 2,370,455

受取手形及び売掛金 1,182,385 1,256,609

原材料及び貯蔵品 12,682 11,538

前払費用 46,114 45,851

繰延税金資産 87,294 106,420

その他 253,899 384,348

貸倒引当金 △3,544 △4,080

流動資産合計 4,065,023 4,171,143

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,883,393 7,897,451

減価償却累計額 △5,410,568 △5,320,505

減損損失累計額 △52,617 △52,617

建物及び構築物（純額） 2,420,207 2,524,328

機械装置及び運搬具 2,097,766 2,111,065

減価償却累計額 △1,954,643 △1,947,801

機械装置及び運搬具（純額） 143,123 163,264

土地 2,247,702 2,247,702

その他 350,851 352,217

減価償却累計額 △301,380 △294,048

その他（純額） 49,470 58,169

有形固定資産合計 4,860,503 4,993,464

無形固定資産   

借地権 449,043 449,043

その他 70,073 75,898

無形固定資産合計 519,117 524,942

投資その他の資産   

投資有価証券 505,230 610,948

繰延税金資産 216,190 205,618

その他 223,010 345,569

貸倒引当金 △15,279 △15,805

投資その他の資産合計 929,152 1,146,331

固定資産合計 6,308,773 6,664,737

資産合計 10,373,797 10,835,881
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 492,561 537,601

1年内償還予定の社債 220,000 20,000

短期借入金 546,000 679,250

未払費用 162,056 150,280

未払法人税等 24,606 15,514

賞与引当金 92,673 94,446

役員賞与引当金 10,500 23,000

役員退職慰労引当金 － 94,750

その他 80,664 90,683

流動負債合計 1,629,061 1,705,525

固定負債   

社債 530,000 740,000

長期借入金 175,000 200,000

退職給付引当金 543,678 564,467

役員退職慰労引当金 55,487 46,237

その他 12,107 12,107

固定負債合計 1,316,274 1,562,812

負債合計 2,945,335 3,268,338

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,133,280 2,133,280

資本剰余金 2,170,568 2,170,568

利益剰余金 3,207,326 3,311,887

自己株式 △94,523 △91,074

株主資本合計 7,416,651 7,524,662

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 29,987 56,866

為替換算調整勘定 △18,117 △13,985

評価・換算差額等合計 11,809 42,880

純資産合計 7,428,461 7,567,542

負債純資産合計 10,373,797 10,835,881
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業収益 4,950,973 4,899,895

営業原価 4,290,972 4,240,291

営業総利益 660,001 659,603

販売費及び一般管理費 485,341 478,565

営業利益 174,659 181,038

営業外収益   

受取利息 1,087 672

受取配当金 11,579 9,821

受取賃貸料 2,135 2,210

その他 4,078 3,281

営業外収益合計 18,881 15,985

営業外費用   

支払利息 17,780 14,409

支払補償費 2,330 7,009

その他 514 3,750

営業外費用合計 20,625 25,169

経常利益 172,914 171,855

特別利益   

固定資産売却益 1,695 474

貸倒引当金戻入額 29 1,061

投資有価証券売却益 － 23,139

特別利益合計 1,725 24,676

特別損失   

固定資産除売却損 3,607 10,825

投資有価証券評価損 － 57,180

保険解約損 － 10,547

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,840

役員退職慰労金 － 58,300

特別損失合計 3,607 146,693

税金等調整前四半期純利益 171,031 49,838

法人税、住民税及び事業税 60,526 19,940

法人税等調整額 15,656 27,002

法人税等合計 76,182 46,942

四半期純利益 94,848 2,895
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 171,031 49,838

減価償却費 172,979 144,392

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,276 △1,061

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,337 △1,773

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,500 △12,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,705 △20,788

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,075 △85,500

受取利息及び受取配当金 △12,667 △10,493

支払利息 17,780 14,409

為替差損益（△は益） △190 －

固定資産除売却損益（△は益） 1,912 10,351

投資有価証券売却損益（△は益） － △23,139

投資有価証券評価損益（△は益） － 57,180

売上債権の増減額（△は増加） 193,093 74,224

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,120 △1,143

仕入債務の増減額（△は減少） △148,646 △45,039

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,741 7,554

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,840

役員退職慰労金 － 58,300

保険解約損益（△は益） － 10,547

その他 △138,182 77,917

小計 262,227 313,113

利息及び配当金の受取額 12,667 10,493

利息の支払額 △16,830 △13,619

法人税等の支払額 △225,880 △5,873

営業活動によるキャッシュ・フロー 32,184 304,115

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,000 △6,000

定期預金の払戻による収入 12,000 32,000

有形固定資産の取得による支出 △60,197 △35,606

有形固定資産の売却による収入 38,594 1,922

投資有価証券の売却による収入 － 26,350

貸付金の回収による収入 260 150

その他の支出 △1,050 △3,823

その他の収入 － 105,558

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,393 120,551

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 720,000 650,000

短期借入金の返済による支出 △708,000 △664,000

長期借入金の返済による支出 △117,900 △144,250

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

自己株式の取得による支出 △19,336 △3,449

配当金の支払額 △108,396 △107,040

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,632 △278,739
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,279 △4,191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △229,121 141,736

現金及び現金同等物の期首残高 2,546,794 2,341,455

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △1,451 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,316,221 2,483,191
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 該当事項はありません。  

  

  １．報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定および業績評価するために、定期的に検討をおこなう対象となっているものであ

ります。 

  当社グループは、「運送」、「保管」、「作業（流通加工等）」といった物流サービスの提供を、国内のみな

らず海外にまで及んだ事業活動を展開しております。 

  具体的には、当社のように、資本力を活かした倉庫事業のほかに利用運送事業ならびに流通加工事業等の倉庫

内オペレーション業務を一体的に管理運営する事業として、総合物流事業（「サードパーティーロジステクス

（３ＰＬ）型事業」をおこなっております。 

  また、当社子会社の㈱タカセ運輸集配システムのように、貨物自動車による実運送事業を主な事業活動として

いるほか、タカセ物流㈱は、人材派遣および物流業務受託による流通加工事業等の倉庫内オペレーション業務を

主な事業活動としております。 

  さらに、業務の受注形態において、当社のように、顧客からの受注が、「運送」「保管」「作業（流通加工

等）」といった物流サービスを一括して受注する形態と、㈱タカセ運輸集配システムやタカセ物流㈱のように、

「運送」のみ、あるいは「作業（流通加工等）」のみといった受注形態があります。 

  以上のことから、当社グループの報告セグメントとしては、「総合物流事業」、「運送事業」およぞ「流通加

工事業」の３つを報告セグメントとし、その他の付帯事業を「その他」としております。  

  

  ２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 （単位：千円）

  

  

 （注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備保障事業等であります。 

２. セグメント利益の調整額20,234千円は、セグメント間取引消去であります。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業総利益と調整をおこなっております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント その他 合計 

  総合物流事業 運送事業 流通加工事業 計 （注）１   

 売上高 

  外部顧客への売上高 4,807,783 48,225 26,018 4,882,027 17,868 4,899,895

セグメント間の内部売上

高または振替高 11,397 544,625 645,597 1,201,619

 

70,918 1,272,538

計 4,819,180 592,850 671,615 6,083,647 88,786 6,172,434

 セグメント利益 553,184 17,044 55,357 625,586 13,782 639,369

  調整額 四半期連結損益計算書計上額 

  （注）２ （注）３ 

 売上高 

  外部顧客への売上高 － 4,899,895

セグメント間の内部売上高

または振替高 △1,272,538 －

計 △1,272,538 4,899,895

 セグメント利益 20,234 659,603
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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